































































































































































































































































































































































































































































矢野　浸透しなくてもいいし、10 人のうち 2 人くらいが「MUJI っていいな」
と思ってくれたらいい。うちに OS 商品というのがあって、内部用語なんで

















MUJI でいいっていう。あとは、押し入れは全部 MUJI にしておこう、それ
できれいに納めて物がない状態にするために MUJI がいいっていう。
鞍田　さっきの、若い子がと物をいうのもそうだけど、僕らの世代だったら
「カッシーナの」とか言うとすぐパンと出てくるはずのものが、今は思い浮
かび難い時代でもあるのかもしれないですよね。憧れる人だったりヒーロー
だったり、それ自体ももしかしたら、逆に僕らが考えなきゃいけないことな
のかなと思ったりもしますけど。
　あと一つだけ言わせてください。民藝の時代は民藝という言葉が成立しえ
ていたんだろうなと、今聞いていて思ったんですよ。つまり、一つの言葉
で、もちろん本家本元はあそこの駒場の民藝館だけれども、今やもう一般用
語じゃないですか。民具もそうだけど。でも今は一言でくくれなくもなって
いる。本来我々は言葉を生み出していくのが仕事でもあるけど、そんな中で
MUJI というものが一つのキーワードみたいになっていることというのは、
たぶんこれがすべてに行き渡るということではなくて、その中の何か黒衣的
なものとして生活の背景に潜んでいるものをひとまず集約してくれる代名詞
たりえているということなのかなと思ったりもしますけどね。
梶谷　はい。ということで時間が来ましたので、これで終了させていただき
たいと思います。もう一度お二人に拍手を。
（拍手）
